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米子市人権情報センター
◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  

料は、「おもしろそう、読んでみたい！」

関心がある分野について知りたい！」と

ら、「学校での人権・同和教育の教材研究

や「企業や PTA での研修会での資料にし

ど、さまざまな理由で利用していただき

 

別の利用状況★ 

にまとめると、「同和問題に関わる図書」

一番多くなっています。しかし、その内

差別部落の歴史や部落解放運動に関わる

料集、エッセー、自伝的な 

さまざまです。 

こ近年、被差別部落の 

いての新しい情報が 

皆さんの興味関心も 

ているようです。 

題はもう知っている･･･と思われずに、新

の出会いによって、同和問題との新しい

理解が生まれるかもしれません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は、先月の啓発ビデオに引き続き、 

昨年末までの 9ヶ月間の図書資料の利用状況についてお知らせ

 

 

 そのほかには、

子どもの人権」、「

に関わる図書を多

 子どもの人権で

てわかりやすく書

身が借りる以上に

用いただきました

障がい者の人権

て理解を深めるも

ョンやユニバーサ

が多くありました

に関わるもの 116冊

権に関わるもの 26冊

の人権に関わるもの 42冊

人の人権に関わるもの 20冊

子どもの人権に関わるもの 73冊

病など病気に関わるもの 11冊

人権に関わるもの 5冊

人権に関わるもの 30冊

女性の人権では

レンス）をはじめ

共同参画について

  

人権情報センタ

あげている人権７

権に関係するあら

料を揃えています

 これからも、「読

という皆さまのご

の収集、整備をし

また、皆さまか

す。各団体で発行

情報をぜひお寄せ

も、人権について

を広げていくこと

 

第５２号 平成17（2005）年２月

します。 
◆ 利用の様子 
「児童書・ 

障がい者の人権」、「女性の人権」

く利用していただきました。 

は、「子どもの権利条約」につい

いてあるものを、子どもたち自

PTA など保護者の皆さんにご利

。 

では、それぞれの障がいについ

のをはじめ、ノーマライゼーシ

ルデザインに関する図書の利用

。 

、DV（ドメスティック・バイオ

ジェンダー（社会的性差）、男女

の資料が多く利用されています。 

ーでは、米子市が 

分野を中心に、人 

ゆる図書や啓発資 

 

みたい・知りたい・勉強したい」

期待にこたえられるよう、資料

ていきたいと考えています。 

らの情報提供もお待ちしていま

されている機関紙やイベントの

ください。そうして少しずつで

取り組んでおられる皆さまの輪

ができたらと思っています。 



Yonago City Center for Human Rights 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人権の尊厳や自由、人権を著しく侵害する拉致問題について、 

みなさんと共に考える「拉致問題の早期解決を考えるつどい」を開催します。 
 

 

 

 

日 時 平成 17（2005）年 3 月 18 日（金） 午後１時 30 分から午後４時 30 分 

場 所 米子コンベンションセンター 小ホール 

 

 基調講演（午後 1時 40 分から午後 2時 40 分） 

 「拉致問題の全体像と私たちの安全」 
  講師 荒木 和博さん（特定失踪者問題調査会代表） 

シンポジウム（午後 2時 50 分から午後 4時 30 分） 

「拉致問題への想い・・・わたしたちにできること」 
コーディネータ ：荒木 和博さん 

シンポジスト  ：妹原 仁さん（特定失踪者問題調査会［米子市］） 

矢倉 修さん（第 17 期米子市立美保中学校同級生松本京子さんを支援する会） 

           山崎 光二さん（和田校区自治連合会） 

入場無料 

手話通訳があります。 

今月の本棚 
「あたりまえだけど、とても大切なこと」  
あなたは子どもに何を教えていますか？  

この本には「相手の目を見て話そう」「次の

人のためにドアを押さえていよう」など、一見

   ～子どものためのルールブック～ 

］

［2004 年 草思社 1470 円 

 ロン･クラーク 著 亀井よし子 訳
主催：「拉致問題の早期解決を考えるつどい」実行委員会 

後援：社団法人 鳥取県人権文化センター 
の関わり方、人生の楽しみ

います。しかし、多くの子

アメリカで最も人気の高

したルールを、ユーモラス
《問合せ先》 

  「拉致問題の早期解決を考えるつどい」実行委員会 
事務局長（妹原） 電話 0859-35-2837 
「当たり前」と思える、人間の生き方、他者と

方に関する「子どものためのルール」が 50 編収められて

どもは今、これらのことを誰からも教わっていません。

い小学校教師である著者が、教室で子どもたちと編み出

で感動的なエピソードとともに綴ってあります。 

米子市人権情報センター（人権政策課内） 

URL：http://yonago-city.jp/jinken/ 

米子市東町 161－2 ℡0859-37-3183 Fax0859-37-3184 


